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病 院 の 理 念

患者本位の医療

基 本 方 針

::量鼈臨猾≪騰鯰慇霧菫唐菖。
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を迎えて

病院長 鈴木 春

明けましておめでとうございます。

安基午婆恋房駐曇理基広島翁鷲骨彎撼暴昌あ駐髯言讐峯
し、医療の分野はもとより社会全体を重苦しい空気で
覆つている状況のなか、新年こそ展望のある希望の年に
変化することをせつに願うものです。
国の医療計画では、少子高齢化にあつて生活の質向上

と安心の医療確保に向けて、4疾病及び5事業に係わる
医療提供体制め構築のため医療機関め機能分担と連携に
よる医療連携体制の確立が押し進められているところで

釈絶晟墓Tぁ敦磨|:霞ぢ通豪曹種鯖機督置糎事19主釈
レスな診療の確立に取り組みました。

さ野定主管縄ま讐窺熙彗霞尖ζ:|こ零な看輩ミξ菫]績ぎ1誓討讐
Ёttξ始機置蔀基通査倉fサ重貪あ甚媒轟菖えき滋勇去たまものと感謝いたします。
な瑾そ潟5T璽晨ξttf製:資曇言『弯琴総森言允環訊
況ですが、幸いにも皆様のご協力によりましておおきな
問題を生じることなく、地域の中核病院としての責務を
果たすことができたと考えております。

連髪ふ恩曇辱源すぎ子ヂ琴覆層9警察|[畠Ьきを高塁8
顔の見える地域医療連携をめざして取り組みますのでょ
ろしくお願いいたします。
皆様方のご活躍を祈念し、新年の挨拶といたします。
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年頭にあたって

看護部長 五十嵐 克子

謹んで新年のご挨拶を申し上げます。平素より大腿骨
頸部骨折および脳卒中連携パスの推進、NST・ 褥療の合同
症例検討会等の地域連携への取 り組みにご支援、ご協力
を頂き誠にありがとうございます。関係職員一同、心よ
り感謝申し上げます。
昨今の病院に対する患者ニーズの高まりは、これまで

以上に医療に対する安心と信頼、質の高い医療サービス
の提供が求められてお り私達、看護職の果たす役割はま
すます重要となってきてお ります。現在の医療危機およ
び健康格差の問題の緩和に貢献できるよう「切れ 目のない
医療」を目指 して、よリー層地域医療連携を強化 し取 り組
んで参 りますので皆様のご指導、ご鞭撻をお願い申し上
げ年頭のご挨拶にかえさせていただきます。
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53馳野「観開摺翼史;蒲轟幕ξ顆謬纂
いたします。(年 2日程度)

『ささえあ鰤遭では、より身近に感騒 ことができるよう地域の
管れ癬こ当饒鍮鰹警をしたりt鍾‐鰤‐やスタッシによる塵機に繭
する菫鰺機などを饉載してしく予定です。
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晰饉軋燿勒卜醸醸輔

地域医療連携課の相談窓口には医療福祉相談窓口とがん相談支援センターがございます。
医療福祉相談窓回は日頃、地域の医療機関及び福祉施設の皆様方のご理解、ご協力のも

と転院口施設援助などを主としたご相談を受けております。また他にも様々なご相談がございま
す。今回は、医療福祉相談窓口業務についてご紹介いたします。

～がん相談支援センターにつきましては次回ご紹介いたします～

―
―

*病気や療養上のこと力`心配
*医療費など経済的なことが心配
*転院援助
*利用できる病院や施設をおしえて欲しい
*退院後の生活や介護について相談したい
*社会保障制度の手続き方法(健康保険、障害手帳、
*受診に関する相談
*医療に対する疑間、不安、苦情など

介護保険、年金など)について知りたい

率威20奪 ‐/At菫藤轟総合鋳饒 平成20年 擁鷺外来鬱 夕■

相談喪件数の推移

権談繭容別割合

経済問題,26% その他,97%

社会的問題,8 4it

在宅調整援助 ,

8 4nl社会的問題,96%

在宅調整援助,

107%

経済問題,132%

権談診療科別割合

泌尿器科,1机 小児科,13%
耳鼻咽喉科,2鰯

産婦人科,1 その他,03%

小児科,5

外科,74%一

産婦人科
94%

受診受療156% 転院援助認J%雲腎


